
小千谷市小千谷市のの予算予算とと主要事業主要事業
第五次小千谷市総合計画の都市像「～ひと・技・自然～　暮らして実感　地域の宝が輝くまち　おぢや」

●小千谷市民一人あたりの予算
　（一般会計）

市の人口：33,602人
（令和5年2月28日現在）

●特別会計と企業会計
特別会計 78億4,523万円
国民健康保険 30億4,121万円
介護保険 39億2,602万円
後期高齢者医療 8億7,750万円
工業団地事業 50万円
企業会計 81億   704万円
ガス事業 35億   563万円
水道事業 17億7,629万円
工業用水道事業 5億1,649万円
下水道事業 23億   863万円

●市の借金
令和4年度末
残高

令和5年度
借入予定額

令和5年度
元金償還額

令和5年度末
残高見込

一般会計

一般会計 165億1,145万円 27億8,750万円 18億4,184万円 174億5,711万円

企業会計

水道事業 45億7,018万円 2億1,470万円 3億5,594万円 44億2,894万円

工業用水道事業 4,734万円 ―――    1,717万円 3,017万円

下水道事業 71億4,572万円 2億5,950万円 8億   543万円 65億9,979万円

661,568円
▶市議会に
　4,445円

▶その他　　　
　4,297円

▶健康増進・環
　境対策などに
　49,649円

▶高齢者・児童
　の福祉などに
　165,780円

▶市の事務管理
　などに
　82,807円

▶商工業の振興
　・支援に
　14,926円

▶道路・河川・除雪
　・公営住宅などに
　136,367円

▶消防活動や
　防災に
　35,601円

▶農林水産業の
　振興に
　28,684円

▶教育・文化・
　スポーツに
　81,177円

▶借入金返済の
　ために
　57,835円

▶ 童高齢者 児童

総
額222億3,000万円
●一般会計歳入・歳出の構成比

（対前年度比17.5%増）

※このほかに特別会計と企業会計があります。

歳入歳入
（収入の見込み）（収入の見込み）

歳出歳出
（支出の見込み）（支出の見込み）

市税市税
48億8,264万円48億8,264万円

自主財源自主財源
41.1%41.1%

依存財源依存財源
58.9%58.9%

繰入金・諸収入等繰入金・諸収入等
42億4,783万円42億4,783万円

地方交付税地方交付税
46億7,300万円46億7,300万円

市債市債
27億8,750万円27億8,750万円

国庫支出金国庫支出金
31億565万円31億565万円

県支出金県支出金
12億3,358万円12億3,358万円

その他その他
12億9,980万円12億9,980万円

民生費民生費
55億7,056万円55億7,056万円

土木費土木費
45億8,221万円45億8,221万円

総務費総務費
27億8,247万円27億8,247万円

公債費公債費
19億4,337万円19億4,337万円

教育費教育費
27億2,770万円27億2,770万円

消防費消防費
11億9,626万円11億9,626万円
衛生費衛生費
16億6,831万円16億6,831万円

農林水産業費農林水産業費
9億6,386万円9億6,386万円

商工費商工費
5億153万円5億153万円

議会費議会費
1億4,936万円1億4,936万円

労働費労働費
4,417万円4,417万円

災害復旧費災害復旧費
77,,924万円924万円

その他その他
2,096万円2,096万円

水産業

令和5年度



　 人を育み文化の香るまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　（教育、文化、スポーツ）

　 子育てにやさしく健康長寿で支えあうまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉、健康、医療）

　 創造性と活力あふれる産業のまちづくり（産業）

(拡)小・中学校施設整備事業
　　　　　　　　   8億7,450万円

(拡)地域資源と舞台芸術を活用した
　 文化振興事業　　   　  50万円

小千谷中学校校舎の長寿
命化改良工事など、小・
中学校の校舎などの維持
改修工事を実施します。

歴史文化と舞台芸術の融合による文化活
動を行う市民団体の活動を支援します。

特別な支援を必要とする児童生徒の就学
先決定などのため、専門的知識を持つ指
導主事を配置します。

中学校部活動
の地域移行に
取り組むスポ
ーツ団体を支
援します。

(拡)子ども医療費助成事業
　　　　　　　　　　 9,215万円
0歳から高校卒
業までの子ども
の入院・通院費
の自己負担を無
償化します。

(新)放課後児童健全育成事業
　 多子世帯支援事業       250万円
放課後児童クラブを利用する多子世帯の
負担軽減のため、利用料を軽減します。

(新)認定こども園施設整備事業　
　　　　　　　　   3億9,200万円
私立認定こども園が行う施設整備費に対
して助成します。

(新)公的病院医師等確保対策事業
　　　　　　　　　　  3,000万円
小千谷総合病院の医師などの確保のため、
募集や外部医師の応援診療に係る費用を
支援します。

(拡)U・Iターン就職推進事業
　　　　　　　　　　　1,272万円

地元企業に関する情報を提供し、高校生
や大学生などの市内への就職を促進します。

(新)国魚錦鯉PR事業　　  248万円

G7新潟サミットや
各国大使館との交
流を通じ「国魚」
錦鯉の魅力を発信
します。
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(新)農産物販路開拓支援事業　 　
　　　　　　　　　　　　40万円
農業者によるECサイトの新規開設や販売
促進イベント出店などに係る費用を助成
します。

(拡)テレワークステーションおぢや
　 関連事業　　　        3,225万円

テレワークステーシ
ョンおぢやを活用し、
進出企業の定着と地
域産業の活性化を支
援します。
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(新)特別支援教育指導主事配置事業
　　　　　　　　　　　 165万円

(新)部活動地域移行対策事業　　
　　　　　　　　　         30万円

(新)出産・子育て応援交付金事業
　　　　　　　　　　  2,200万円
妊婦と出産後の子
育て家庭の負担軽
減のため、最大10
万円を交付します。



(拡)図書館等複合施設整備事業　　
　　　　　　　　　　23億9,117万円

令和6年度のオープンに向けて、建物の
建設工事と開設準備を進めます。

　 魅力ある都市空間創出と暮らしやすいまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都市基盤）

　 自然を活かした調和と安心のまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　（防災、環境、克雪）

　  第五次小千谷市総合計画推進のために

　 ふれあい、にぎわい、暮らし続けたいまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（交流、市民参加）

(新)信濃川遊歩道環境整備事業　
　　　　　　　　　　  2,600万円
信濃川左岸
の遊歩道に
花壇を整備
します。

(拡)（仮称）防災センター整備事業
　　　　　　　　　　    9,047万円

防災公園内に
整備する施設
の設計を進め
ます。

(新)公共施設等太陽光発電設備導入
　 可能性調査事業　　 1,000万円
公共施設への太陽光発電設備の導入可能
性を調査します。

(拡)小型除雪機購入支援事業
　　　　　　　　　　　 720万円
町内会などが購入する小型除雪機の購入
費用を助成します。

(新)消防団員確保対策事業
　　　　　　　　　　  4,258万円
消防団員の確保を図
るとともに活動を支
援するため、報酬を
増額します。（増額分
：980万円）

(新)おぢや故郷BOX送付事業
　　　　　　　　　　    600万円
民間企業と連携し、市外に住む市内出身
の学生に小千谷産品を年2回送付し、地
元への愛着を醸成します。

(拡)ふるさと納税推進事業
　　　　　　　　　3億4,122万円
寄附額6億5,000万円を目指し、ふるさ
と納税による小千谷産品のPRを推進し
ます。

(新)空き家利活用支援事業  500万円
県外からの移住者を対
象に、居住するための
空き家の改修費を助成
します。

(新)電子入札システム導入事業
　　　　　　　　　　　 693万円
入札参加企業の負担軽減と業務効率化の
ため、建設工事などの電子入札システム
を導入します。
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(新)移動等円滑化マスタープラン
　 策定事業　　　　      620万円

小千谷駅や駅周辺のバリアフリー化計画
を策定します。

(拡)市街地公衆無線LAN活用事業
　　　　　　　　　　　 289万円

小千谷駅前や本町から平成
にかけて整備した公衆無線
LANを活用し、関連イベン
トを開催します。

（新)（新)……新規事業新規事業
（拡)（拡)…拡充事業…拡充事業
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▶子どもや妊産婦の医療費無償化、出産・子育て応
援交付金の支給など、子育てにかかる経済的な負
担を軽減します。
▶子育て世代のみなさんの意見をもとに、市民や企
業などと連携して子育てしやすい環境整備を進め
ます。
■関連事業
▷子ども医療費無償化：930万円
▷出産・子育て応援交付金：2,200万円
▷放課後児童クラブ運営支援拡充・利用者負担軽減
　：1,000万円（多子世帯の利用料軽減250万円含む）
▷妊産婦医療費助成の所得制限廃止・無償化：780
　万円
▷早朝・延長保育利用料の一部無償化　　　　など
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2　　  子育て支援策の拡充

　　  中心市街地活性化の推進 　　  錦鯉をフックにした
　　  産業の振興と地域活性化

　　  U・Iターン施策の拡充

▶ひまわりによる景観形成に加え、おぢゃ～るやク
ラインガルテンふれあいの里なども含めて、人々
の憩いの場としての魅力をPRします。
▶市民や事業者との連携により、山本山の価値を高
め、市全体の活性化につながる施策を調査・研究
します。

　　  山本山のさらなる魅力向上

▶令和6年度の複合施設オープンを契機として、市民
や企業とともに中心市街地のにぎわいを創出し、
その効果を市全体に波及させる方策を研究・検討
します。
■関連事業
▷市街地公衆無線LAN活用事業：289万円
▷商店街店舗利活用状況調査事業：200万円
▷テレワークステーションおぢや進出企業定着支援
事業：1,576万円
▷市街地活性化調査研究事業：40万円

▶国の輸出重点品目に認定された錦鯉産業のさらな
る振興のため、事業者や関係団体と連携し、産業
基盤の強化や輸出額の拡大を目指します。
▶国魚錦鯉をフックにして、米など農産物の販路拡
大や観光誘客など幅広い産業振興を図るとともに、
地域活性化につながる施策を調査・研究します。
■関連事業
▷国魚錦鯉PR事業：248万円
▷常盤橋プロモーション事業：1,216万円
▷農産物販路開拓支援事業：40万円
▷消費喚起・需要拡大支援事業：100万円
▷錦鯉輸出拡大等調査研究事業：31万円

■関連事業
▷山本山景観形成事業：400万円
▷山本山農用地維持管理事業：317万円
▷クラインガルテン管理運営事業：1,814万円
▷山本山活用調査研究事業：41万円

▶市民や企業と協力し、市内出身者や地方への移住
希望者に当市の情報を積極的に発信するとともに、
ずっとつながり続ける取組を進め、U・Iターンや
関係人口の増加を目指します。
▶子育て支援や住宅に関する支援、就職支援などを
一体的に行い、安心してU・Iターンできる環境を
整備します。
■関連事業
▷おぢや故郷BOX送付事業：600万円
▷U・Iターン就職推進事業：1,272万円
▷移住促進事業：653万円
▷空き家利活用支援事業：500万円
▷定住促進マイホーム取得補助：4,000万円

「市民総参加」
　10年後、20年後のさらなる発展を実現するためには、小千谷市に関わるあらゆる人たちが連携してまちづ
くりに取り組むことが重要です。
　市民や企業、関係団体と行政がそれぞれの得意分野をいかしつつ、未来のために意見を交わし、共に汗をか
きながら、「市民総参加」で重点政策に挑戦していきます。

で取り組む重点政策


